
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注】峡当するロには、しFIIを記入してください．特定事墾者以外の中栗者の力はしＦＩＩの記入は不要です．

２「基甲年度」とはilI画期閲の110年度を、「日掠年度」とは計画jMmの赴併年度を、「011倍年皮」とは計画期ⅡUのうち、今I司棚俗の対象となる年jHﾋﾟをいいます。

３「事菓所等排出区分」とは京都府内の事業所弊の鞭粟活動のためのエネルギーの使川に伴lr､発生するin竃効果ガスを、「輸送巾両俳111区分」とはロ動耶運送事梁者については“11の本拠の位皿を威榔府内とする車両
の排Hi子誕麺裏ｶﾞｽ慈駿逓韓右にろ小ては原而十る質物耶阿又は旅客車両の排１１付る皿室効果ガスを．『その他排uI区分」とは上妃以外の京都府内における卒栗所等の事乗橋助に伴い発生する皿室効果ガス
をいいますと

４「鰯111位当たりの沮画H効果ガス排出還等」の「用途区分」には、ＣＯ工H1、事務所などの朋通を配入してください．「剛１１t位の招掘」には、分子の「二敗化炭粛換算」の下に分母となる１，標（生窟欲赴、延べ床面
積、ｊＩ對行庫舷等）を記入してください．

５「その他の地球囚匝化対策による沮室効釆ガスのITI城hk等」のうち「森林の保全及び１段6日」の「ロ楓ｲI§度（Hf面）」例には計蘭期ImII8のロ標のH1研を、「報告IFZｒ（実績）」柵には爽績の累計を記入してください．

６「特胆事項」には、平成２年度（１９９０年度）を鵬甲とした排lⅡ低の対比や、街エネ艮品閃岳雄ど他者の、宝効果ガス排1111M城への貢献、グリーン因遠の保111．特定フロンなどの条例掬定外の皿竃効果ガスの､$域
などを麗人してく花さい。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都市左京区岩倉幡枝町１０９２－２

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
安者の氏名）

株式会社プリンスホテル
グランドプリンスホテル京都

事業者の主たる
業種 ホテル業

蕨当する噸業者
要件 □京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

、
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当卒業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

ロ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針

エネルギー消費効率の改善と廃棄物排出盆の削減を図り全社員統一の意識を持ち平成１９年度を基準年としたＣＯ２排出量の５％削減を行う.

推進体制
総支配人を統括とする「安全衛生委員会」にて実施計画の策定と推進体制を整える。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
極の状況

年度

２１ 

２１ 

段臓、対象、工程等

中央監視装極

ボイラ（炉簡煙管式）

措匝内容

設備更新、計測機器更新

空気駐鋼轆

温室効果ガスの
排出戯等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実顧）

(１９）年度
(二鹸化騨素UL算）

日F5（牛皮（翫因）

(２２〕年度
(二Ｈ２化鯉串換算）

増減率
(計画〕

報告年度（実頼）

(２１）年度
(二鹸化lil索換算）

増減率
(実績）

40544.0ｔ 40600.0ｔ 1.2弘 3,977.3ｔ －１２．５船

ｔ ｔ ％ ｔ 船

ｔ ｔ 銘 ｔ ％ 

4,544.0ｔ な’ ＊２4,600.0ｔ 1．２船 ＊４ 3,977.3ｔ -12.5％ 

熱源劇b器のオペレーション部分に於いて、運転基準の見､[しを図り削減に努めた．営業的な稼動低下が減少の主な理由であるが対基珀年で△１２％
と大きな減少成果が出た。枚側面でもボイラの燃焼爾益や中央監視装置の更新、自動１M脚概器の更新など運転娯差ので内容に努めた．

原単位当たりの

温室効果ガス排
出肚等

用途区分 原単位の指標

宿泊施設
二酸化炭素換算

(ばぺ床西拭x先上（ＩＷｎｌ）ハCDC

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実綱に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実綴） 増減率（実績）

0.037 0.035 -5.0船 0.O3B 2.9船

船 ％ 

船 船

分母部分に使用している売上高の大きな減少により原単位としては２．９％の増となっている。
２４時間営業の施段の為固定エネルギーの削減に努めたい。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減通等

対策等の区分

森林の保全及び塾liii

府内崖の木材の利用

自然エネルギーを利用した１回力
又は熱の供給

グリーン電力の蝋入

家庭における趣室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減戯等合計

目標年度（計画〕

lUh砥uk等 (二鹸化炭素UQ算）

(益Gi面蹟） hａ (吸収Bk） ｔ 

(利JU趾） r、、 (､U減邑） ｔ 

(売矼鮭） kwｈ (､Ｉ欲hk） ｔ 

(熱供給趾） GＪ (､11減Et） ｔ 

<願人砥） kwｈ (､Ｉ減仕） ｔ 

(朗入ht） ｔ (､Ｉ城依） ｔ 

＊３ｔ 

報告年度（実績〕

取机fk5f (二股化奥粛換算）

(ｌＭｉ面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利剛赴） ｍ■ 剛械肚） ｔ 

(充肛敵） kwｈ 1M域低） ｔ 

(縞供給獄） GＪ ､u械肚） ｔ 

(n脚人肚） kwｈ ､Ⅱ減仕） ｔ 

(IF入獄） ｔ (､I城Hk） ｔ 

＊５ｔ 

差引排出量

(排IfI合iiI-ml挟等合計）

基準年度（実績〕

＊１40544.0ｔ 

目標年度（計画）

(蛇)-(･】、40600.0ｔ

増減率（計画）

Ｌ２％ 

報告年度（実績）

い)-(・印3,977.3ｔ

墹減率（実絞）

-12.5％ 

地球温暖化対策

に資する社会貢
献活動

特記事項

屋上緑化の継続（２階テラス部分〕


